
ICID 第 6１回国際執行理事会、第 6 回アジア地域会議 

（インドネシア、ジョグジャカルタ） 

 
1.1  開催期間 2010 年 10 月 11 日（月）～10 月 16 日（土） 
 
1.2 開催場所  インドネシア、ジョグジャカルタ 

会場：シェラトン・ムスティカ・ジョグジャカルタ 

 
1.3 会議テーマ 

○ ICID 第 6 回アジア地域会議 

全体テーマ： Improvement of Irrigation and Drainage Efficiency under the Small Land Holding 

Condition 

小規模農家におけるかんがい排水効率の改善 

 

    サブテーマ 

(1)   Irrigation under the Escalating Water Scarcity and the Issues of Agricultural Land 

Conversion and Agricultural Land Fragmentation 

  水不足が深刻化する中でのかんがいと農地転換・農地分割の問題 

   

(2) Challenges for Irrigated Agriculture under the Small Land Holders in the Approaching Decades: 

小規模農家のかんがい農業に対する今後 10 年の挑戦 

a. Irrigation Water for Food Security. 

食料安全保障のためのかんがい水 

b. Irrigation Water for Supporting Human Living. 

人間生活を支えるためのかんがい水 

c. Irrigation Water for Supporting Environment. 

環境保全のためのかんがい水 

 

(3)   Improvement of Irrigation and Drainage Efficiency through Participatory Irrigation Development    

and Management under the small Land Holding Conditions. 

 小規模農家における参加型かんがい開発と管理を通じたかんがい排水効率の改善 

 

(4)   Multifunctional Roles of Irrigation Water and the Role of Sustainable Balance of Ecosystem under 

the Small Holder. 

小規模農家におけるかんがい水の多機能的役割と生態系の持続的平衡の役割 

 



(5)   Synergizing of the Small and the Large Holder Irrigation under the Rapid Development of Rural  

and Urban Infrastructures. 

農村及び都市インフラの早期開発による小規模灌漑と大規模灌漑の相乗作用 

 

1.4 会議参加者 

区分 氏名 所属 役職 

ICID 日本国内委員会 佐藤 洋平 (独)農業環境技術研究所 理事長【委員長】

ICID 日本国内委員会 猪迫 耕二 鳥取大学 農学部 准教授 

ICID 日本国内委員会 上田 一美 NTC ホールディングス(株) 取締役会長 

ICID 日本国内委員会 太田 信介 全国農村振興技術連盟 

日本 ICID 協会 

委員長 

会長 

ICID 日本国内委員会 佐藤 政良 筑波大学大学院 教授 

ICID 日本国内委員会 清水 克之 鳥取大学 農学部 講師 

ICID 日本国内委員会 中澤 明 (株)三祐コンサルタンツ 取締役副社長 

ICID 日本国内委員会 八丁 信正 近畿大学 農学部 教授 

ICID 日本国内委員会 増本 隆夫 (独）農村工学研究所 農村総合研究部 

地球温暖化対策研究チーム 

チーム長 

ICID 日本国内委員会 山岡 和純 (独）国際農林水産業研究センター 主任研究員 

ICID 日本国内委員会 渡邉 紹裕 総合地球環境学研究所 教授 

論文発表者 中條 康朗 (独）水資源機構   副理事長 

論文発表者 早川 吉夫 愛知用水土地改良区 事務局長 

  水資源機構より他 3 名  

論文発表者 丹治 肇 (独）農村工学研究所 施設資源部 

河海工水理研究室 

室長 

論文発表者 広瀬 慎一 元富山県立大学短期大学部 教授 

発表者 齋藤 晴美 農林水産省 農村振興局 次長 

事務局 内藤 久仁彦 農林水産省 農村振興局 整備部 設計課 

海外土地改良技術室 

室長 

事務局 大石 哲也 係長 

 高野 伸 (財)日本水土総合研究所 

海外農業農村開発技術センター 

主任研究員 

 福田 康 主任研究員 

  

1.5 会議日程 

日付 時間 会議名等 参加者・出席者 備考 

2010 年 - 登録    



10 月 10 日

（日） 

16:00-18:00 SC 役員会     

18:00-20:00 MB 評議会     

2010 年 

10 月 11 日

（月） 

09:00-17:00 登録     

09:00-12:30 WG-HIST 歴史部会 八丁信正   

  WG-ENV 環境部会 山岡和純 代理出席 

  WG-DRG 排水部会 中澤明 代理出席 

  ASRWG アジア地域作業部会 太田信介   

  ST-LCB チャド湖地域特別ワークチーム 渡邉紹裕   

12:30-13:30 昼食     

13:30-17:00 
WG-TRUE & 

WS 

技術・研究の理解と交流に関する

部会及びワークショップ 
山岡和純   

  
WG- 

DROUGHT 

水ストレス地域における水管理部

会 
渡邉紹裕   

     

  AFRWG アフリカ地域作業部会 -   

  WG-IDSST 
社会・経済変革期における国にお

ける灌漑排水部会 
八丁信正   

17:15-18:15 
Mtg. NCs with 

President 
国内委員会と会長のミーティング 

佐藤洋平 

内藤久仁彦 
  

20010 年 

10 月 12 日

（火） 

09:00-17:00 登録     

09:00-17:00 各国 NC 展示開始     

09:00-12:30 C-PR&P 広報・出版委員会 -   

  
WG-CLIMAT

E & WS 

気候変動と農業用水管理部会及

びワークショップ 
渡邉紹裕   

  WG-YPF 
若手かんがい排水技術者ﾌｫｰﾗﾑ

部会 
清水克之   

  C-CONGR 総会詳細組織委員会 -   

  ERWG ヨーロッパ地域作業部会    

  
TF-BIO- 

ENERGY 

バイオエネルギーと食料のための

水 
-   

  
WG-ENV 

Workshop 
環境部会ワークショップ 八丁信正   

12:30-13:30 昼食     



13:30-17:00 
FOA-ICID 

Roundtable 
 -   

  TF-WWF6 WWF6 タスクフォース -   

  WG-CAFM 洪水総合管理部会 増本隆夫   

  WG-MIS かんがい近代化部会 佐藤政良   

  WG-CROP 水と作物部会 猪迫耕二   

  AMRWG アメリカ地域作業部会 -   

  TF-FIN & WS
農業水の資金調達部会及びワー

クショップ 
山岡和純   

  PFC 財務委員会 中澤 明   

  
WG-ENV 

Workshop 
環境部会ワークショップ 八丁信正   

日付 時間 会議名等 所属委員 代理出席 

2010 年 

10 月 13 日

（水） 

09:00-17:00 登録     

09:00-17:00 各国 NC 展示開始     

09:00-12:30 EB-JOUR ＩＣＩＤｼﾞｬｰﾅﾙ編集委員会 佐藤洋平   

  MT-JOUR ジャーナル運営チーム -   

  
WG-WATS 

& WS 

農業用水節水部会及びワークショッ

プ 
-   

  
WG-ON- 

FARM 
ほ場かんがいシステム部会 佐藤政良 代理出席 

  PCSPOA 戦略計画・組織委員会 太田信介   

  
CROP 

Workshop 
水と作物部会ワークショップ 猪迫耕二   

  
History 

Seminar 
  八丁信正   

12:30-13:30 昼食     

13:30-17:00 
TF-SEDIME

NTATION 
（貯水池の）堆積タスクフォース -   

  WG-SDTA 感潮地域の持続的開発部会 上田一美   

  
WG-POVER

TY & WS 

貧困緩和と生計におけるかんがい

の役割部会及びワークショップ 
佐藤洋平   



  PCSPOA 戦略計画・組織委員会 太田信介   

  WG-PQW 低品質水のかんがい利用部会 増本隆夫 代理出席 

  
History 

Seminar 
  八丁信正   

17:00-17:30 Mtg NC-VPs 国内委員会と副会長のミーティング 

太田信介 

佐藤洋平 

内藤久仁彦 

  

17:30-18:30 Mtg OBC オフィスベアラーズのミーティング 太田信介   

19:00-21:00 Royal Welcome Reception     

2010 年 

10 月 14 日

（木） 

09:00-18:00 登録     

09:00-18:00 エキシビション     

09:00-10:30 第 6 回アジア地域会議（Opening Ceremony）     

10:30-10:45 第 6 回アジア地域会議( Exhibition Inauguration)     

11:00-12:30 第 6 回アジア地域会議（Technical Sessions）     

  PCTA 技術活動委員会 佐藤洋平   

12:30-13:30 昼食     

13:30-18:00 第 6 回アジア地域会議（Technical Sessions）     

  PCTA 技術活動委員会 佐藤洋平   

13:30-17:00 
SS India - 

Indonesia 
インド-インドネシア小委員会     

19:00-21:00 Dinner by IRNCID     

日付 時間 会議名等 所属委員 
代 理 出 席

案 

2010 年 

10 月 15 日

（金） 

09:00-17:00 エキシビション     

09:00-12:30 第 6 回アジア地域会議（Technical Sessions）     

  IEC 国際執行理事会 
佐藤洋平 

太田信介 
  

12:30-13:30 昼食     

13:30-17:00 第 6 回アジア地域会議（Technical Sessions）     

  IEC 国際執行理事会 
佐藤洋平 

太田信介 
  

19:00-22:00 Farewell Dinner     



2010 年 

10 月 16 日

（土） 

09:00-18:00 エキシビション     

09:00-12:30 第 6 回アジア地域会議（Technical Sessions）     

12:30-13:30 昼食     

13:30-15:00 第 6 回アジア地域会議（Technical Sessions）     

15:00-18:00 Closing Ceremony     

 

1.6 会議結果概要 

35 カ国の 500 名を超える参加者があり、31 を超える作業部会と 2 つのスペシャルセッションが開催された。 

○ 国際執行理事会（IEC） 

・本年度の新規加盟申請書はなく、加盟国は全世界で 110 カ国のままである。 

・2013年に開催される第64回国際執行委員会及び第８回アジア地域会議の開催地について、タイとトルコが立

候補を表明し、投票の結果、トルコが開催国に決定した。 

・今回 IEC にて副会長 3 名の交代があった。新たな副会長は Dr. Ragab Ragab  (イギリス)、Engr. Husnain 

Ahmad  (パキスタン)、Mr. Chaiwat Prechawit (タイ)の 3 名である。 

・ICID は FAO と協力し、今後、かんがい排水分野での人材育成等にかかるプロジェクトを行っていくことにつ

いて、合意がなされた。なお、本プロジェクトに係る内容については、今後、詳細を決めていくこととなった。 

・２００９年度の決算、２０１０年度の会計報告、２０１１年の予算がそれぞれ承認された。 

 

○ アジア地域作業部会（ASRWG） 

ASRWG 内では、一昨年から引き続き、太田委員を議長とする『アジアにおける気候変動に適応したかんが

い排水の戦略』に関するタスクフォース（ARTF-CC,  Asia Regional Task Force on Climate Change）の活動が

進められており、現在タスクフォースでは、各国から灌漑排水分野に関する気候変動への取り組みについての

ケーススタディを収集している。 

この度の会議においては、太田議長より、これまでの活動の成果及び今後の方針に対するプレゼンテーショ

ンを行い、タスクフォースでの活動内容についてメンバー各国へ周知徹底を図り、タスクフォースにおいて、２０

１２年３月に開催される第６回世界水フォーラムに向け、アジアにおける気候変動への取り組みに関する冊子を

作成することの同意を得た。 

また、現在タスクフォースでは、齋藤農村振興局次長より、日本で行っている気候変動への取組みについて

発表を行うとともに、灌漑排水分野に関する気候変動への取り組みのケーススタディとして、インドネシア（ジャ

ワ島における水利用に関する気候変動の影響）とトルコ（農業用水が影響を受ける気候変動への対応に関する

意識向上のための各種活動）より、プレゼンテーションを行った。 

 

 


